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第２458 回例会　２０14年 6月25（水） SAA（司会）／小池会員　会報担当／篠田会員

●点　鐘　市原 RC 会長　泉水孝夫
●ソング　それでこそロータリー  　  
●お客様　ございませんでした
●会長挨拶　市原 RC 会長　泉水孝夫

『一年を振り返って』

2013-2014 年度　会長　泉水孝夫

　今年度は忙しい１年でした。市
原 RCにとって創立 50 周年と言
う節目の年であり、その年度に会
長をお引け受けした事は大変な
名誉であり、重責でもありました。
今年度は50周年を中心に活動を
行った年度です。
　さて、例会毎にお話ししました

会長挨拶ですが、テーマを考えて居ります。
①各月毎に設けられているロータリーのテーマに沿った内容
②健康に関するテーマ
③世界のトピックス
事前に準備はしていますが、どのくらいお話できたかは、定かでありません。
その為、会員の皆様の中には物足りなさを感じた方もいらっしゃるのではな
いでしょうか？その点は申し訳なかったと感じて居ります。
　次に奉仕活動についてですが、各委員会を中心に活発に活動をして頂
きました。まず、クラブ奉仕委員会では、宮地委員長を中心に活発に活
動して頂きました。例会運営委員会は三宅委員長を中心に定期的に例
会運営会議を開催し、その委員会の中で毎月ロータリーのテーマに沿っ
た内容の卓話をお願い致しました。また、親睦活動委員会では、今井委
員長を中心に移動例会として横浜トゥーランドット・高尾山と新宿山田屋で
の会食・伊豆方面旅行および米山記念館訪問そして浅草方面の移動例
会としてスカイツリー見学と一松料亭で会食等盛りだくさんの企画を組んで
頂きました。ありがとうございます。大変充実した内容だと感謝して居りま
す。会報・広報委員会ですが、梶内委員長を中心に進めてまいりました
が、篠田幹事もいっしょうけんめいフォローしてくれました。ホームページに
対する他クラブからの評判も上々で、大変満足して居ります。会員増強委
員会では、上野委員長を中心にフォーラムを開催し、また、会員増強や
例会出席率向上等について何度となく委員会が開催されて居ります。とこ
ろで、今年度の目標として『５０周年５０名の会員』を掲げたわけですが、
結果として退会者を出し、会員数の減少を招いてしまった事は残念です。
会長としての責任を感じ、力の無さを痛感して居ります。
　次に、ロータリー情報委員会ですが、今年度の『R情報研究会』が
地区単位として開催された為、従来の入会年数の浅い会員を対象として

いた内容ではありませんでした。そこで、今年度はクラブ独自で『R情報
研究会』を開催し、齋藤委員長・白鳥会員を中心にディスカッション型式
で行って頂きました。出席して頂いた会員にも積極的に参加して頂き、有
意義な例会ができたと思います。第三分区AB合同で行われたIMでは、
白鳥会員の基調講演の後、各テーブルに分かれてディスカッションを行うと
言うRLIの考え方に沿った方式で行われました。そこでは普段知りあわな
い他クラブとの有意義な交流がありました。
　職業奉仕委員会では、伊藤委員長を中心に職場見学として放医研に
行ってまいりました。放射線事故に対する対応や、最新の放射線治療の
現状を教えて頂きました。特に、放射線治療では一般手術では対応でき
ない症例に対する最後の砦だと言う感想を持ちました。充実した移動例
会だったと思います。
　社会奉仕委員会は長田委員長を中心に地域社会貢献基金・市原中
央高校 IACの活動のサポート等活発な奉仕活動を行って頂きました。地
域社会貢献基金では、万崎委員長を中心に今年度は５組の団体の支援
を致しました。この事業も年度毎に経験を重ね、市原RCの重要な奉仕
活動となって居ります。この事業は対外的にも存在感をアピールできる事業
ですので、益々発展させて行きたいものです。市原中央高校 IACは大
変活発な活動を続けて居ります。そのスポンサークラブとして、市原RC
はその活動をサポートしている訳ですが、中々一般会員にはその活動が
分かりにくい部分もありました。今年度担当の平野委員長は一般会員にも
メール等で情報を発信し、IACの活動が大変分かりやすかったと思いま
す。また、市原中央高校の生徒を対象に白鳥会員のポリオ撲滅に関する
卓話は新しい試みでしたが、生徒達にも大いに刺激になったようです。こ
の様な活動は、折に触れ、続けて行くべきでしょう。
　国際奉仕委員会ですが、今年度は短期交換学生受け入れの年度と
なって居り５名の生徒の受け入れを行いました。山本委員長を中心に市
原中央高校とも充分に連携を取って臨みました。会員の負担をできるだけ
軽減すると言う目的で、小川会長・長田幹事年度に送りだした生徒の父
兄達にホストファミリーをお願いしました。市原中央高校の全面的な協力を
頂きまして、交換学生達も色 な々体験ができ、市原中央高校の生徒達と
も充分交流ができたようです。
　この事業を継続すると言う前提にたって考えた時、この方法も１つの選
択肢であると思います。この点を踏まえ、会員お一人お一人に考えて頂き
たいテーマでもあります。また、山本さんには記念式典に出席されたPJか
らのお客様達に対する接待もお願いしました。すばらしいプログラムを組ん
で頂き、楽しい交流ができました。ありがとうございました。
　さて、５０周年事業についてですが、記念式典開催を６月に決定しまし
たので、最後まで、緊張の糸を緩める事ができない年度でした。テーマ
を『未来へ向けて』としまして、フォーラムでは何度となく話し合い、議論
を深めてまいりました。各部会の部長さんを中心に会員の皆さんのご指導・
ご協力のおかげをもちまして、大変すばらしい５０周年を迎えられたと自負
して居ります。



　記念事業としまして、２月には小川部長のお骨折りもあり、上総更級公
園で山桜の植樹式を行いました。その日は晴天にも恵まれ、山桜の蕾が
開花してくれた光景は今も忘れられません。また、３月には藤谷会員の努
力の甲斐もあって、市原中央図書館に児童書の寄贈を行いました。大変
すがすがしく、また、
　参加頂いた会員の方 も々私と同様に何か誇らしい気持ちを持たれたの
ではないでしょうか？それからは記念式典に向けて大変忙しい毎日でした。
担当の千葉部長の寝不足顔を見るにつけ、申し訳ない気持ちにもなりまし
た。その御苦労の甲斐もあり、また、記念式典部会の担当の方達の努
力のおかげですばらしい式典となりました。心より感謝申しあげます。また、
篠田さん・何美香さんの息のあった司会ぶりすばらしかったです。また、そ
れを見守る西村美和子さんのやさしい心づかいをひしひしと感じました。
　記念誌事業部会は顧問をお願いした川島さんの負担がかなり重くなって
しまいました。私なりに協力したつもりですが、そのご苦労を知っているだ
けに今からその完成が楽しみです。また、川島さんには式典でのスライド
も担当して頂きました。他のクラブからも大変分かりやすかったと評判も上々
です。ありがとうございました。その他言葉では言い尽くせない程の感謝
の気持ちで一杯です。ありがとうございました。
　最後になりましたが、今年度ご協力ご指導して頂きました会員の皆様に
心より感謝申し上げますと共に、この知識不足会長の下、文句も言わずに
１年間誰よりも私を支え続けて頂いた篠田幹事に対し、心より感謝申し上
げますと共にお礼申し上げます。ありがとうございました。

「一年を振り返って」

市原RC　2013-14 年度　幹事　篠田美幸

　今年度、最終例会に多くの皆
様にご来会いただいた事、誠にあ
りがとうございます。
　直前　小川会長、長田幹事、
各奉仕委員長の皆様から、年度
を引き継ぎ、もうすぐ１年間経ちま
すが、幹事として会員皆様の為に
なったかどうか？市原RCの幹事と

して、地区を始め分区の会議に出席しましたが、名前を汚すような事が無
かった？創立 50周年のタイミングで幹事として当日司会までしましたが、地
区から多くのお客様をお招きして、伝統ある市原RCの名前を汚すような
事が無かったか？振り返れば多くの疑問が残りました。この疑問は、一会
員として今後のロータリー活動を通じて結果が出るのではないかと思ってお
ります。
　私は、本年度の理事、役員、委員長の皆様と協力し　「元気なクラブ
を目指し、楽しい例会を！　と・に・か・く・楽しく！」という思いで、幹事を
務めましたが、振り返ると、毎週の例会の出席の悪さ、数回行った移動
例会の出席率の悪さが目立った様に思います。幹事としての力不足を痛
感し反省しています。この様な状況は、次年度の宮地会長、本郷幹事
年度へは決して引き継ぐこと無く、新たな気持ちで会員皆様には、次年度
へ参加頂けます様にお願い致します。
　反省ばかりを口にしましたが、幹事を経験して得た事もたくさんあります。
市原ロータリークラブのメンバーにして頂き、会員皆様と時には仕事でお世
話になり、プライベートでお世話になり、入会する前と今では大変多くの経

験をさせて頂きました。
　また、幹事になり第 3分区 B石井ガバナー補佐を始め、6クラブ幹事
の皆様と一年間情報交換をすることで、今までは、自分のクラブの中しか
解らず、他クラブの例会へ出席した事も有りませんでしたが、これからは
幹事同期の皆様が居るので、地区行事を始め、他クラブへのメーキャップ
をしてみようと思います。石井ガバナー補佐を中心に同期幹事の皆様に恵
まれた事を感謝致します。「最も多く奉仕する者、最も多く報われる」とい
う言葉を良く聞きますが、まさにその通りだと思いました。今思えば、大変だっ
た事もたくさんありましたが、その分成長出来ました。ありがとうございます。
　理事会で理事役員の皆様に支えられ、各委員長の皆様に支えられ、
会員皆様に支えられ、事務局永野さんに支えられ、最後まで、気の抜け
ない年度でしたが、何とか最終例会にたどり着きました。任期満了が近づ
きますと、あの時はこうすれば良かったか、ああすれば良かったか。もうちょっ
とやってもいいかな？やりたいな。と思う所で任期満了、次年度へ引き継ぐ
ところが良いのかなと思います。
　頼りない幹事でしたが、会員皆様に支えられ、創立５０周年記念例会
を無事に終え。残すは、今月いっぱいの幹事職と、活動報告をまとめ、
今年度を終えたいと思います。
　一会員として、宮地会長、本郷幹事年度を応援し支えたいと思います。
また、第 3分区 B石井ガバナー補佐を中心に今後も幹事同期の皆様と
の情報交換、懇親を深め今後のロータリー活動を楽しみたいと思います。
　皆様一年間、大変ありがとうございました。

山崎邦夫会員：退会挨拶
長年に渡り市原RCを導いて頂いた山
崎邦夫様に、会員皆様感謝致します。

山崎邦夫会員
お世話になりました。ニコニコします。

平野会員、万崎会員、箕輪会員、上野会員、長田会員、宮武会員、
今井会員、山本会員
泉水会長、篠田幹事大変お疲れさまでした。
山崎さん今までご指導ありがとうございました。
今後ともよろしくお願い致します。

泉水会長、篠田幹事
皆様にご協力を頂き、本日、今年度の最終例会を迎える事が出来ました。
これもひとえに会員皆様に支えて頂いたおかげです。ありがとうございまし
た。7月からは一会員として、宮地会長、本郷幹事年度を盛り上げたい
と思います。
一年間本当にありがとうございました。

前々回確定　93.19％　本日出席者　32 名
本日欠席者　12 名　　本日出席率　72.73％
●点　鐘　市原 RC 会長　泉水孝夫

●ニコニコ・ソーリー

●出席報告


